
制度概要新世代下水道支援事業制度

新世代下水道支援事業制度は、新たな下水道の役割を積極的に果たしていくため、①良好な水循環を維持・回復する
水環境創造事業、②リサイクル社会構築へ貢献するリサイクル推進事業、③情報化社会へ対応する機能高度化促進事
業により構成され、事業内容によりそれぞれ２つの型から成り立っている。個別事業毎に採択し、先導的な取り組みに対
して積極的な支援を行っている。

［水環境創造事業］
水循環再生型

下水処理水の再利用、雨水の再利用や貯留浸透による流出抑制、親水性のある水辺空間の整備、河川事業等との
連携・共同事業を行うことにより健全な水循環系の再生を図る。

ﾉﾝﾎﾟｲﾝﾄ汚濁負荷削減型
雨天時に宅地や道路などの市街地の面源から公共用水域に流入する汚濁負荷（ノンポイント汚濁負荷）及び下水道
未整備地域から発生する生活雑排水により都市下水路等の水路や湖沼等の公共用水域に流入する汚濁負荷の削
減を図る。

［リサイクル推進事業］
再生資源活用型

積雪排除や渇水時の緊急対応としての下水処理水等の利活用や下水汚泥を用いた建設資材の利用により再生資
源 の活用を図る。

未利用ｴﾈﾙｷﾞｰ活用型
下水及び下水処理水の熱を有効利用し、環境への負荷削減、省エネルギー等を図る。また、下水汚泥とその他のバ
イオマスを集約処理し、回収した下水道バイオガスをエネルギーとして有効利用を図る。

［機能高度化促進事業］
新技術活用型

下水道に関わる新技術を先駆的に導入・評価し、新技術の普及と効率的な事業の執行を図る。

高度情報化型
下水道管渠に一般利用を兼ねた光ファイバーケーブルを設置し、事業所や一般家庭の排水量等の自動検針や降雨
レーダー情報等の提供等を行う。



採択一覧

新世代下水道支援事業制度 平成１８年度(第１回目)採択箇所 ： １１箇所

リサイクル推進事業 未利用エネルギー活用型こうべバイオガス活用事業神戸市東灘処理場神戸市（兵庫県）

水環境創造事業 水循環再生型
ちゃたん

北谷水環境整備事業
ちゃたんちょう くわえ いへい

北谷町桑江・伊平地区
ちゃたんちょう

北谷町沖縄県

水環境創造事業 水循環再生型霧島市雨水貯留施設整備事業

き り し ま こ く ぶ

鹿児島県霧島市（国分中央排水
区）

き り し ま

霧島市鹿児島県

水環境創造事業 水循環再生型
た ら ば る

田良原水環境整備事業
くまにし た ら ば る い け

熊西雨水幹線調整池（田良原池）北九州市（福岡県）

水環境創造事業 水循環再生型
広島市新球場雨水再利用施設
整備事業

広島市南区東駅町（旧国鉄貨物
ヤード跡地）

広島市（広島県）

水環境創造事業 水循環再生型
ポートアイランド水リサイクル事
業

ポートアイランド、神戸空港島、震
災復興記念公園

神戸市（兵庫県）

水環境創造事業 水循環再生型大阪市雨水貯留施設助成事業
公共下水道事業区域（流域関連
公共下水道事業区域を含む）

大阪市（大阪府）

水環境創造事業 水循環再生型
たんじょういけ

谷上池雨水貯留浸透事業
す い た

吹田市公共下水道認可区域
す い た

吹田市大阪府

水環境創造事業 水循環再生型

あ り す が わ さ が

有栖川流域嵯峨地区雨水浸透
事業

あ り す が わ さ が

有栖川流域嵯峨地区（京都市右
京区）

京都市（京都府）

水環境創造事業 水循環再生型
こ す ぎ え き な ん

小杉駅南水辺空間整備事業
こ す ぎ

小杉公共下水道事業認可区域内
い み ず

射水市富山県

水環境創造事業 水循環再生型水辺の再生千葉市内千葉市（千葉県）

新世代下水道支援事業制度名事業名称対象箇所事業主体都道府県



01 千葉市

千葉市下水道局建設部下水道計画課

ＴＥＬ０４３ー２４５－５４１９

担当部署

千葉市内実施箇所

平成１８年度～平成２３年度実施期間

失われつつある「水辺やせせらぎ」を地域に応じて
市民と共に保全・復活・創造することにより「都市と
自然」「人と生態系」の良好な関係を築き、潤いと安
らぎのある生活環境、循環型社会に貢献する水環
境の構築を目指すことを目標に、地域に応じた水辺
空間を創出する。

事業目的

暗渠化された雨水渠の上部を利用し、せせらぎ水
路を創出する。また、調整池の池底や周辺を利用し、
多自然型修景整備をする。この事業は計画段階か
ら地元自治会等と協議会を組織して整備内容の検
討を行った。また、完成後の日常管理は住民主体で
行われる予定である。

・高品雨水６号幹線 Ｌ＝１，１８０ｍ

水辺空間の整備

せせらぎ水路、遊歩道、植栽、四阿及びベンチ等

・こてはし台調整池 Ａ＝１０，０００ｍ２

多自然型修景施設整備

散策路、植栽、ビオトープ、四阿及びベンチ等

事業内容

千葉市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

水辺の再生事業名称

整備イメージ

高品雨水６号幹線 全体計画（全長1，180ｍ）

ふ れ あ い の 水 辺 ゾ ー ン

道 場 北 地 区

テーマ 「 花 路 の 小 川 」

ふ れ あ い の 水 辺 ゾ ー ン

道 場 北 地 区

テーマ 「 花 路 の 小 川 」

水 と 緑 と 歴 史 の ゾ ー ン

鶴 沢 ・ 東 本 町 地 区

テーマ 「 道 草 の 小 径 」

水 と 緑 と 歴 史 の ゾ ー ン

鶴 沢 ・ 東 本 町 地 区

テーマ 「 道 草 の 小 径 」

花 と の ふ れ あ い ゾ ー ン

亀 井 ・ 旭 地 区

テ ー マ 「 み ん な の 庭 」

花 と の ふ れ あ い ゾ ー ン

亀 井 ・ 旭 地 区

テ ー マ 「 み ん な の 庭 」

自 然 を 感 じ る ゾ ー ン

道 場 南 地 区

テーマ「 せ せ ら ぎ 散 歩 道 」

自 然 を 感 じ る ゾ ー ン

道 場 南 地 区

テーマ「 せ せ ら ぎ 散 歩 道 」

花見川

勝田川

浜田川 草野水路

支川都川

坂月川

都川

葭川

東京湾

こてはし台調整池

高品雨水６号幹線

生実川

浜野川

◎

◎
千葉市役所

千葉県庁

千　葉　市



02 富山県射水市

公共下水道雨水渠の上部を利用し、遊歩道・植栽・
せせらぎ水路・休憩施設等の親水性のある水辺空間
の整備を行う。

整備延長：約490ｍ

事業内容

小杉公共下水道事業認可区域内（公共下水道）実施箇所

平成１８年度～平成２０年度実施期間

本事業区間より上流側の地域は、太閤山団地及び
土地区画整理事業による面的整備によって、住宅を
中心に近隣サービス施設、公園、統合小学校が建設
され美しい新市街地となった。また、このために雨水
の流出が増加し、これに対応した安全で速やかな雨
水排除機能の整備が必要となった。

一方、下流側の地域にはJR小杉駅があり、排水先
の二級河川下条川堤防沿いは、「みず・みち・みどり
プロジェクト」整備計画に基づき千本桜並木が整備さ
れている。

そこで既存の開水路の形状を二層構造に改変し、
下部はボックスカルバートによる流量の確保、上部は
遊歩道、植栽、せせらぎ水路を整備することで、周辺
地域と一体化した良好な水環境の創出を図る。

事業目的

射水市上下水道部下水道工務課

ＴＥＬ 0766-84-9648

担当部署

い み ず

富山県 射水市事業主体

水環境創造事業（水循環再生型）事業種別

こ す ぎ え き な ん

小杉駅南水辺空間整備事業事業名称

位置がわかる図面

（できるだけ目印となる有名な場所を入れてください。）

事業内容がわかる図面

（わかり易く、ＰＲ性の高いものにして下さい。）

下条川

区画整理事業地区

統合小学校

雨水幹線

千本桜並木

JR小杉駅

計画地

太閤山団地

富山県立大学

イメージ図

JR北陸本線



03 京都市

京都市上下水道局下水道部計画課 075-672-7839担当部署

有栖川流域嵯峨地区（京都市右京区）実施箇所

平成１８年度～平成２２年度実施期間

有栖川流域嵯峨地区では，近年の急激な都市化
に伴い，地下への雨水浸透量が減少し，地下水位
が低下していることを考慮して，主として道路排水や
隣接する家屋からの雨水を集水する側溝を浸透側
溝とし，良好な水循環の維持・回復のための地下水
の涵養を図るものである。併せて，浸水常襲地域の
雨水流出抑制を図ることができ，下水道施設及び下
流河川等への負担を軽減するものである。

事業目的

雨水の貯留・浸透による雨水流出抑制を図るため，
雨水の貯留浸透機能を有する側溝の新設または既
存側溝の改造を行う。

総延長：Ｌ＝２，０００ｍ

事業対象面積：A＝２０．５７ｈａ

事業内容

京都市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

あ り す が わ さ が

有栖川流域嵯峨地区雨水浸透事業事業名称
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04 大阪府吹田市

吹田市下水道部水循環室下水道整備課

TEL 06-6384-1231

担当部署

吹田市公共下水道認可区域実施箇所

平成１８年度実施期間

・ 近年の都市化により、土地の被覆率が増加するこ
とによって、雨水涵養域が縮小し、元来土地が有し
ていた保水･遊水機能が失われつつある状況の中で、
地下に雨水浸透施設を設置することにより、地下水
の涵養による自然の水循環の回復を図る。

・水循環系再生の一役を担うことにより、良好な水環
境の形成、保全を果たす。また、下水道の新たな役
割でもあると考え、積極的に取り組んでいく。

・ 公園等への散水、防火用水として有効に利用す
る。

事業目的

佐井寺地域における公共施設である谷上池公園内
に、地下式の雨水貯留・浸透設備を整備する。

・ 貯留浸透施設 約1500m3
（本体プラスチック製品1100m3,砕石スラグストーン400m3）

事業内容

す い た

大阪府 吹田市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

たんじょういけ

谷上池雨水貯留浸透事業事業名称 万博記念公園

中国自動車道

近
畿
自
動
車
道

名神高速道路

雨水貯留浸透施設
（谷上池公園）

佐井寺地域

箕面市

豊中市

大阪市

吹田市

茨木市

摂津市



大阪市

大阪府

05 大阪市

大阪市都市環境局下水道部工務課（06-6615-7590）担当部署

大阪市公共下水道事業区域

(流域関連公共下水道事業区域を含む)
実施箇所

平成18年度～平成22年度実施期間

一般家庭などを対象に、雨水貯留タンクの設置に
対して助成による支援を行い、市民の雨水利用を促
進して環境意識の向上を図ると共に、市民協働によ
る浸水対策の取り組みとしての雨水流出抑制の推
進を図る。

【事業効果】

・市民協働による雨水流出量の抑制

・浸水に対する市民啓発

・市民による雨水利用の促進

・副次的に、ヒートアイランド現象の緩和、

災害時の水源確保、合流式下水道の改善の

効果も期待される

事業目的

助成対象区域内に設置される、雨水利用可能な雨
水貯留タンクの設置に対し、購入費用の１／２を助
成する。ただし、助成限度額は１基に付き３万円とす
る。

事業内容

大阪市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

大阪市雨水貯留施設助成事業事業名称
助成対象区域：

大阪市公共下水道区域

（流域関連公共下水道区域を含む）

 

 

   

 

 

 

 

 

下水管渠

雨水を
散水等に
利用

雨水を
散水等に
利用

雨水
貯留タンク

雨水
貯留タンク



06 神戸市
(1)

神戸市建設局下水道河川部計画課 ＴＥＬ078-322-5449担当部署

ポートアイランド、神戸空港島、震災復興記念公園実施箇所

平成18年度～22年度実施期間

限られた水資源を有効利用するために、処理水を砂
ろ過及びオゾン処理し、神戸の復興・発展の先導拠
点であるポートアイランド等に再生水として供給し、ト
イレの水洗用水、修景用水、緑地散水用水として利
用する。

事業目的

計画送水量

(日最大)1,700㎥/日

施設整備

再生水送水管 φ75～350mm L=7km

事業内容

神戸市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

ポートアイランド水リサイクル事業事業名称 位置図

システム図

供給区域

港島ﾄﾝﾈﾙ

北埠頭

中埠頭

南埠頭

中央公園

神戸大橋

神戸空港



07 広島市

広島市下水道局計画調整課

082-504-2413

担当部署

広島市南区東駅町

（旧国鉄貨物ヤード跡地）
実施箇所

平成18年度～平成20年度実施期間

本事業は、新球場の建設に伴い、当球場の地下
に雨水を貯留して処理し、野球場内のグラウン
ド散水や野球場等周辺施設の雑用水、防火用水
等として利用するための再利用施設を設置し、
雨水の再利用を図ることで環境にやさしい球場
づくりに貢献するものである。

事業目的

当雨水再利用施設は、浸水被害緊急改善下水道
事業で設置する雨水貯留池との合築である。

貯留池容量：約15,000m3

＜内訳＞

浸水対策分：約14,000m3

雨水再利用分：約1,000m3

事業内容

広島市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

広島市新球場雨水再利用施設整備事業事業名称
位置がわかる図面

（できるだけ目印となる有名な場所を入れてください。）

広島駅

広 島 市

大州雨水貯留池

至博多
至岡山

雨水貯留池イメージ図

大州雨水貯留池
（地下貯留施設）



08 北九州市

北九州市建設局計画課 093-582-2480担当部署

く ま に し た ら ば る い け

熊西雨水幹線調整池（田良原池）実施箇所

平成１８年度～平成２１年度実施期間

田良原池は、北九州市の副都心、八幡西区黒崎地区
に隣接する市街地の中にあり、周辺の緑地や緑道、公園
と「緑のネットワーク」を形成するなど、豊かな自然環境に
恵まれている。

しかし、現状では、山寺川から田良原池への流入水量
が少なく、池の維持用水が不足気味であることから、水面
が小さく、池に生息する魚や植物を始めとする生態系及
び自然豊かな周辺への影響が懸念される状況にある。

そこで、浸水対策の一環として田良原池の上流側で整
備する雨水幹線を利用し、山寺川の自流や湧水を田良
原池に導水することで水の流れを創り出し、親水池の拡
張やせせらぎ水路の整備、植栽や遊歩道の整備など、物
質的・精神的な豊かさに溢れる良好な水辺空間の創出と、
水循環の維持・回復や生態系の復元を図る。また、この
ような身近な水辺の整備により、水生生物や植物の観察、
ホタルの育成などの子供たちの環境学習や、地域のコ
ミュニティ活動の場としてのさらなる活用を促し、賑わいの
あるまちづくりや住民の自治意識の高揚に寄与する。

事業目的

・せせらぎ水路の整備 （約：１４０ｍ）

・植栽及び親水池周りの水辺整備

・遊歩道、桟橋の整備

事業内容

福岡県北九州市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

た ら ば る

田良原水環境整備事業事業名称

 

せせらぎ水路の整備植栽

桟橋の整備

遊歩道の整備

親水池周りの水辺整備

JR黒崎駅

JR小倉駅

田良原池

北九州市域図



09 鹿児島県

霧島市

霧島市都市整備課 TEL 0995-45-5111担当部署

こ く ぶ

鹿児島県霧島市（国分中央排水区）実施箇所

平成１８年度実施期間

霧島市は、平成５年８月に市域の広範囲にわたり
豪雨災害を受けたことを機に総合治水対策の一環と
して内水対策をはじめとする事業を行ってきている。

今回この総合治水対策の一環として、市民広場用
地の地下を利用して雨水貯留施設を設置し、敷地内
外の雨水を一時的に貯留することにより、河川や水
路等への雨水の流出を抑制し、中心市街地の浸水
被害の軽減、解消を図りつつ、併せて貯留した雨水
での散水や防火用水等の環境に配慮した有効利用
を行っていくものである。

事業目的

国分中央排水区において、公共施設である市民
広場用地の地下を利用して雨水貯留施設を整備す
る。

設置場所：市民広場（国分駐車場複合ビル敷地
内）

貯留量：450m3（内：防火水槽40m3）

事業内容

鹿児島県 霧島市事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

霧島市雨水貯留施設整備事業事業名称

地下貯留施設イメージ

幹線水路
へ放流

側溝から貯留施設へ

霧島市

流水方向

凡例
幹線水路
支線排水路
浸水区域

降雨が
側溝へ流入

市民広場

雨水貯留施設

流出 流入
【地下貯留施設】 流入流出

【防火水槽】

地下貯留施設

【防火水槽】



10 沖縄県北谷町

北谷町建設経済部都市計画課下水道係 TEL098-936-1234（295）担当部署

ちゃたんちょう くわえ いへい

北谷町桑江・伊平地区実施箇所

平成18年度実施期間

整備予定地区は米軍基地返還跡地であり、跡地
利用として区画整理事業が行なわれている。この地
区の付近には、主要幹線道路や役場庁舎が立地す
るため、区画整理事業後は北谷町の中心となる地
区である。地区内の雨水渠を整備する際に、遊歩道
や植栽、魚道等を設置し、水を身近に感じる空間を、
隣接する公園と一体的に整備する事により、町の中
心地区に、親しみのある自然にやさしい水辺空間を
創出する事を目的としている。

事業目的

区画整理地区内に隣接する公園と併せて、自然石
護岸の雨水渠を整備する。

自然石護岸 L=320ｍ

遊歩道

植栽

魚道 の設置

事業内容

ちゃたんちょう

沖縄県北谷町事業主体

水環境創造事業 水循環再生型事業種別

ちゃたん

北谷水環境整備事業事業名称

事業内容がわかる図面

（わかり易く、ＰＲ性の高いものにして下さい。）

位置がわかる図面

（できるだけ目印となる有名な場所を入れてください。）

北谷町水環境整備事業イメージ図

断面のイメージ

区画整理にて整
備予定の公園

水環境整備事業で
整備を行なう水路

位置図

北谷町

沖縄市

宜野湾市

嘉手納基地

嘉手納町

国道58号

美浜

キャンプ瑞慶覧

キャンプ桑江
北谷町役場

整備予定箇所



11 神戸市(2)

神戸市建設局下水道河川部計画課

ＴＥＬ 078-322-5449

担当部署

神戸市東灘処理場実施箇所

平成18年度～19年度実施期間

消化ガスを精製してメタン濃度98%の「こうべバイオ
ガス」として再生することにより、処理場内で燃料とし
て利用する他、処理場外で天然ガス自動車（対象：
公用車、市バス、ごみ収集車等30台）の燃料として
活用し、「神戸市役所地球温暖化防止実行計画」に
定めるCO2削減や化石燃料消費削減等、環境保全
に資する。

事業目的

東灘処理場で発生する消化ガス8200Nm3/日を精製
することで、「こうべバイオガス」4900Nm3 /日として
再生できる。このガスをガスタンクに貯留し、場内利
用として2900Nm3 /日、場外への供給として2000Nm3

/日を活用する。これにより１日あたり市バス40台分
（50km/日走行の場合）の燃料を供給することが可
能となる。

ガス精製設備 1式

ガスタンク設備 1式

こうべバイオガス供給設備 1式

※Nm3  ： ０度C、１気圧（「ﾉﾙﾏﾙ」状態）のときの体積

事業内容

神戸市事業主体

リサイクル推進事業 未利用エネルギー活用型事業種別

こうべバイオガス活用事業事業名称

こうべバイオガス活用事業イメージ図

小野市

稲美町

三木市

吉川町 三田市

宝
塚
市

西宮市

芦屋市

明石市

加古川上流浄化ｾﾝﾀｰ

武庫川上流
浄化ｾﾝﾀｰ

ｽﾗｯｼﾞｾﾝﾀｰ
ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ処理場

西部ﾞ処理場

鈴蘭台処理場

垂水処理場

玉津処理場

中部
ﾞ処理場

位置図

東灘処理場

垂水処理区

東灘処理区
ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ処理区
中央処理区
鈴蘭台処理区

玉津処理区
武庫川上流流域処理区

加古川上流流域処理区

汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場
雨水排除ﾎﾟﾝﾌﾟ場
汚水雨水両用ﾎﾟﾝﾌﾟ場

ﾚｰﾀﾞｰｻｲﾄ
JR
私鉄(阪神･阪急

山陽・神鉄)
地下鉄

凡例 凡例

消化ｶﾞｽ精製装置

こうべバイオガス活用イメージ図


